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衆
議
院
議
員
赤
澤
亮
正
君
提
出
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
の
独
立
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
現
在
ま
で
、
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
（
以
下
「
南
ス
ー
ダ
ン
」
と
い
う
。
）
及
び
南

ス
ー
ダ
ン
独
立
前
の
南
部
ス
ー
ダ
ン
政
府
か
ら
の
支
援
は
受
け
て
い
な
い
。
な
お
、
南
ス
ー
ダ
ン
独
立
前
に
、
サ
ル
ヴ
ァ
・

キ
ー
ル
南
部
ス
ー
ダ
ン
政
府
大
統
領
（
現
南
ス
ー
ダ
ン
大
統
領
）
か
ら
菅
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
哀
悼
の
意
を
表
明
す
る

書
簡
が
届
い
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
へ
の
協
力
は
、
我
が
国
が
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
す
る
た
め
の
最

も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
我
が
国
が
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
等
の
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
と
も
そ
の
考
え
で
あ
る
。
国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
我
が
国
の
協
力

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
国
際
社
会
と
協
力
し
て
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
づ
く
り
に
対
し
て
可
能
な
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
考

一



え
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
点
を
含
め
、
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


